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医療の中の歯科医療 

豊川市民病院 歯科口腔外科 鈴木慎太郎 

 

 数年来、医療過誤や医療ミスといった報道、記事を目にする機会が多くなったよう

な気がします。それらの中には、治療に対する医療従事者の説明不足であったり、説

明したにもかかわらず患者さんやその家族が理解していなかったために起きるトラブ

ルも多いと思われます。歯科医療においても、歯を１本抜くにも、なぜ抜歯が必要な

のか、その治療におけるリスクはどんなものがあるかなどをきちんと患者さんに説明

し、さらに理解してもらった上で行わなくてはならない時代となってきました。 

われわれのような病院の歯科口腔外科では、親知らずの抜歯をよく行います。通常

の抜歯より時間はかかり、術後の腫れ痛みも出やすく、また術後出血や口唇の知覚麻

痺といった合併症が発生しやすい治療です。当然前もって手術（抜歯）のリスクを説

明しますが、説明に１５分から２０分ぐらいはかかります。反応は人それぞれで、す

ぐに理解してくれる患者さんもいれば、その説明にびっくりして抜歯をためらう人、

自分は大丈夫だろうと都合よく理解してしまう人など様々です。同じ説明をしても、

患者さんの持っている知識や考え方によって、まったく異なるとらえ方をすることが

あるということを感じます。 

歯科衛生士の仕事は診療の介助や口腔衛生指導、歯石除去など手術に比べればリス

クは少ないものが多いのですが、相手は人でありその反応や理解は様々で、安全に歯

科医療を行うにはさらに充分な知識や技術が必要となってきました。医療従事者にと

って厳しい時代ですが、糖尿病と歯周病の関連が指摘されたり、適切な口腔ケアが誤

嚥性肺炎を防止するといった、広く医療と関わるようになってきました。求められる

ものも多いのですが、やりがいのある仕事だと思います。優秀な歯科衛生士めざして

がんばって下さい。

ＭＤＨＣだより ＮＯ．４８ 

三河歯科衛生専門学校 Ｈ２１．９．１４ 

１ 第２期臨床実習を終えて 

(２期臨床実習アンケートを中心として) 
「実習内容で費やした時間の多いもの」 
診療補助が全体の約６割を占めている。

保健指導ではＴＢＩ・口腔ケア等、より具

体的な実習内容が増えた。 
「実習以外での時間の使い方」 
実習帳の記録が67.4％と１期同様、一番

多かった。また、数名ではあるが、国家試

験勉強に取り組み始めた学生もいる。 
「努力したこと・勉強になったこと」 
バキューム操作、器具・器材の準備がそ

れぞれ約 15％で、患者対応が１期より約

10％増であった。 
「大変だったこと」 
『未だにバキューム操作が充分にでき

ない。』『学校で一通り学んだことが、いざ

患者さんを目の前にした時、緊張しすぎて

上手く出来なかった。』等、技術不足を挙

げる学生が大半であったが、『患者さんの

病状が悪化し、気持ちを考えるとどのよう

に声をかければ良いのか分からなかっ

た。』等、人の“痛み”としっかり向き合

っている様子が伺えるものもあった。 
「今後の心構え」 
『先のことを考えて行動する』『それぞ

れの患者さんにあった対応をする』『技術

の向上』等の意見が目立った。 
「臨床実習の感想」（抜粋） 
『資格を持つことの責任の大きさ、大切

さを教えていただいた。』『歯科衛生士の

方々のプロ意識が高く、とても刺激され

た。』等、社会人としての心構えも少しず

つ身についているようである。 

２ 施設実習の感想  

～学生感想文（抜粋）～ 

＜特別養護老人ホーム まどかの郷＞ 

『２日間の実習を通して感じたことは、人

に対する優しさの大きさです。笑顔が素敵

で温かい人達ばかりで、自然と優しい気持

ちになれました。少しお手伝いをしただけ

なのに“ありがとう”と笑顔で言ってくれ

るのがとても嬉しかったです。』 

＜肢体不自由児施設・重度心身障害児施設 

 愛知県青い鳥医療福祉センター＞ 

『 “出来ない”と決めつけるのではなく、

出来ることを見つけ、見守りながら一緒に

行い、優しい声かけや称賛も大切だという

ことを学びました。』 

３ 心身障がい者健診の感想（抜粋） 

８月２日（日）、「岡崎歯科総合センター」

にて実施された心身障がい者健診の事業

に１２名の学生が参加しました。 

『最初は戸惑いがあったけれど、先生か

らの“構えず、ありのままを受け入れて下

さい。”という言葉に気持ちが楽になりま

した。また、最後に保護者の方に健診結果

を渡す時、“今日はたくさん褒めてあげて

下さい。”と書かれているのを見て、終わ

った後のケアの大切さも学ぶ事ができま

した。』 

４ 今後の主な行事予定（２年生） 

・臨床実習３期終了        10/21（水） 

・臨床実習３期まとめ       10/23（金） 

・全国統一模擬試験        10/26（月） 

・研修旅行     10/28（水）～10/30（金） 

（横浜・東京ディズニーランド・東京歯科大学） 

・臨床実習４期開始      11/ 2（月） 


